
令和元年度 東京都暮らしの場における看取り支援事業

第1回

第 2回

日時

会場

  研修内容・講師、お申込み方法については裏面をご覧ください。

（先着順）

参加
無料

対 象

（都内在住または都内の施設等に在勤）

・今後、看取りに取組みたい
・看取りに対する知識を学びたい
など看取りに対し関心のある
医師の方を幅広く対象としております。

暮らしの場における

看取り支援事業
～都民が住み慣れた地域で安心して暮らし、希望に沿った最期を迎えることができるように～
　都民の意識調査では、最期を迎えたい場所は「自宅」がもっとも高い割合となっています。
しかし、実際には都民の7割程度の方が病院で亡くなっています。都民が住み慣れた地域で安心して暮らし、
希望に沿った最期を迎えるためには、医師をはじめとする地域の医療・介護関係者が支えていくことが重要です。
　東京都では、看取りに関心のある医師の皆様を対象に、自宅や老人ホームなど
住み慣れた暮らしの場における看取りを希望される方に、どのような支援ができるのか、
看取りに関する経験が豊富な先生方を講師としてお招きした研修を実施いたします。
ぜひ、御参加くださいますよう御案内申し上げます。

ビジョンセンター浜松町
※12月8日 G室、1月13日 L室
（東京都港区浜松町2-8-14 浜松町TSビル）
【アクセス】 ●JR山手線・京浜東北線
 　「浜松町駅（南口-S5階段・金杉橋方面）」 徒歩3分
 ●東京モノレール羽田空港線
 　「モノレール浜松町駅（南口-1出口）」 徒歩3分
 ●都営大江戸線・浅草線 「大門駅（A1出口）」 徒歩5分

2019年12月8日（日）
10：00～15：30  ※申込期限 12月5日

2020年1月13日（月・祝）
10：00～15：30  ※申込期限 1月9日

看取りについて…
●経験がないため患者さんや御家族に対する具体的な対応方法がわからない。
●何度か経験はあるが、より患者さんの希望に沿うためにはどのような点を配慮して
　対応すべきか知りたい。
●多職種の連携について知りたい。
※実践的な内容については、2020年2月に多職種を含めた形式で実施予定です。

医師向け研修（基礎編）

このような医師の方は、
ぜひ御参加ください！

●定員：各回100名程度
 ※定員に達した場合は、受付を締め切らせていただきます。



申込みフォーム
QRコード●申込み・お問合せ先

●本研修に関する東京都ホームページ

●申込み方法（フォーム・FAX）

【運営事務局】 株式会社プロセスユニーク
〒104-0061 東京都中央区銀座七丁目4番14号HBC GINZAビル12F
TEL：03-6264-6435（受付：平日10時～17時） FAX：03-6264-6445
E-mail：mitori2019@p-unique.co.jp

東京都福祉保健局 ＞ 医療・保健 ＞ 医療・保健施策 ＞ 在宅療養 ＞
暮らしの場における看取り支援事業 医師向け研修（基礎編）について
URL http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/iryo_hoken/zaitakuryouyou/mitori-ishimuke1.html
※申込期限等について､お申込み状況によって変更になる可能性があります。
　随時､上記ホームページにてお知らせします。

URL https://www.p-unique.co.jp/mitori/ が申込みフォームとなっていますので、
必要事項を御入力の上お申し込みください。
（スマートフォンからは、ページ右下のQRコードを御使用ください。）
なお、PC､スマートフォンによる送信が難しい場合はFAXにてお申込みください。

　　　別紙の「参加申込書」を御記入の上､ FAXにて送付ください。（FAX 03-6264-6445）

※申込みを受け付けた方には､追って受講票を送付します。研修当日に御持参ください。

FAX

暮らしの場における看取り支援事業  医師向け研修（基礎編）

研修内容
項　目

はじめに 本研修の目的等について

・看取りをとりまく社会情勢
・地域包括システム など

・在宅で看取るということ
・かかりつけ医としての役割について など

・訪問看護の立場から医師に求めること
・訪問看護の具体的な活用について

患者自身に意思決定能力があるかどうかに
ついて何を基準に評価するか

患者が自らの意思決定に関与することが
困難な場合、どのように考えるか

患者、患者家族と医療者との
意思決定に向けた継続的対話について

がん、非がん患者の在宅における
看取りの事例

・死亡診断書について
・在宅死における法的諸問題について

呉屋 朝幸
（杏林大学名誉教授）

東京都福祉保健局
医療政策部

鈴木  央
（鈴木内科医院院長）

12月8日  田中千賀子
（田園調布医師会立訪問看護ステーション管理者
 ／東京都訪問看護ステーション協会副会長）
1月13日 椎名美恵子
（訪問看護ステーションみけ所長
 ／東京都訪問看護ステーション協会会長）

12月8日  岡崎 史子
（東京慈恵会医科大学教育センター講師）
1月13日  三浦 靖彦
（東京慈恵会医科大学附属柏病院
 総合診療部診療部長）

山崎 章郎
（ケアタウン小平クリニック院長）

英  裕雄
（新宿ヒロクリニック 理事長・院長）

新田 國夫
（東京都在宅療養推進会議会長）

在宅における看取りの事例

法律等について

看取りに関する東京都の現状と取組

医師として在宅看取りをどう考えるか

在宅看取りにおける訪問看護について

（STEP1）
 患者自身の意思決定能力の評価

 患者の推定意思の尊重

（STEP2）
 在宅看取りのための
 患者・家族との合意形成

意
思
決
定
支
援

主な内容 講  師


